
技術監理局

平成27年度　行政評価の取組結果（技術監理局）
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標

70 ％ 70 ％
課
長

0.10 人
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績

86 ％ 97 ％
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長

0.20 人

達
成
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標

実
績
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成
率
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績
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成
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目
標

15
件
以
下

14
件
以
下

課
長

0.10 人
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績

24 件 31 件
係
長

1.10 人

達
成
率
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職
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4.10 人

目
標

95.0 ％ 95.0 ％
課
長

― 人

実
績

99.9 ％ 99.9 ％
係
長

― 人

達
成
率

105.2 ％ 105.2 ％
職
員

― 人

【施策の指標】
本市の建設工事入
札参加資格業者総
数に対する評価対
象事業者数の割合

34％
(H26年
度）

前年度
（34％）

並み

前年度
（35％）

並み

35％
(H29年
度）

【評価理由】
　ほぼ目標値に近い数字また
はやや上回る数字であるた
め、概ね順調と判断する。

【課題】
　地元企業に対し、社会貢献
活動による加点について、よ
り広く周知していくことが課
題である。

　引き続き加点制度を実施す
る。

係
長

― 人

課
長

― 人

― ― 順調

職
員

― 人

前年度
（24％）

並み

24％
(H29年
度）

― ― ― ―

契約
制度
課

【施策の内容】
本市の物品等供給契約
や建設工事における競
争入札参加資格におい
て、地元企業の地域で
の社会貢献活動（子育
て支援、男女共同参
画、障害者雇用、環境
配慮、防災活動など）
を評価し、格付けの際
に加点することによ
り、契約制度の面から
も本市重要施策の推進
を図る。

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

【評価理由】
　本事業により、イベント参
加者である若者に建設業への
興味を持っていただくことが
できており、順調であると判
断。

【課題】
　今後も継続して事業を進
め、さらに多くの方々に本取
組みを知っていただき、建設
業に興味を持っていただくこ
とが課題。

順調

人件費（目安）H27年度 H26年度

人数H27年度

No.

42,900

H26年度

事業評価の成果指標（目標・実績）

70%
(H26年
度）

70%以上
(H29年
度）

2,4561,797

技術
企画
課

3

施策番号
・施策名

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名 事業・取組概要

Ⅰ-2-
(3)-② 
技術・技
能を継承
する人材
の育成

1

Ⅴ-3-
(1)-① 
都市基
盤・施設
の適正な
整備

明日の公共事業
を支える人材確
保・育成事業

建設業の若年就業者の
減少により、インフラ
の維持管理に関する担
い手不足が懸念される
なか、建設技術の魅力
を発信し、公共事業へ
の理解をより深めるこ
とで、将来にわたる建
設業の人材確保・育成
を図る。

Ⅲ-3-
(3)-③
企業の地
域活動へ
の参画促
進

2

【施策評価のみ】
競争入札参加資
格業者に対する
加点制度

検査
課

建設業に対する関
心度（イベント参
加者アンケートに
よる）

市が実施する公共工事
の安全対策強化のた
め、安全指導を専門と
する公共工事パトロー
ル隊を設置し、事故の
抑制を図る。

836

 95.0％
(H27年
度)

【施策の内容】
北九州市発注の公共工
事を対象に、建設副産
物の発生抑制や建設廃
棄物の再資源化の徹
底、再資源化された建
設リサイクル資材の利
用促進に取り組む。

【施策の指標】
本市の物品等供給
契約入札参加資格
業者総数に対する
評価対象事業者数
の割合

22%
(H26年
度）

前年度
（22％）

並み

やや
遅れ

　不安全個所の改善につい
て、監督員及び受注者への指
導育成が図れたことは評価で
きる。一方で、昨年度に「事
故を起こした場合の工事成績
評定の見直し」を行い、小さ
な事象でも報告を上げるよう
にしたため、数値目標である
事故件数が増加した。
　以上により、「やや遅れ」
と判断した。

―

1,160

13件
(H29年
度)

2,800

1,193

5,400 順調

Ⅵ-3-
(3)-②
建設リサ
イクルの
推進

【施策評価のみ】
建設リサイクル
の推進

技術
企画
課

15件
(H26年
度)

市発注工事におけ
る事故件数

4

公共工事安全対
策強化事業

やや
遅れ

― ― ――

【施策の指標】
建設廃棄物の再資
源化率

98.0%
(H30年
度）

―

　建設業の魅力アップに向
け、引き続き、建設業に関す
るイベントを通じて建設業の
魅力を伝える地道な広報活動
が必要であり、H29年度も継
続して実施。

　昨年、20回（約2,000人）
の出前講演「品質確保と安全
対策」を行っており、今後は
出前講演において安全対策に
重点を置き、更なる周知徹底
を図る。

　昨年度に引き続き、建設廃
棄物の再資源化率の目標達成
を目指す。

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H27年度
H29年度予算要求に向けた 

施策の方向性

順調

【評価理由】
　昨年度に引き続き平成27年
度も目標を達成しており、順
調であると判断。

【課題】
　今後も継続して事業を進
め、より広く周知していくこ
とが課題。

【評価理由】
　不安全個所の改善につい
て、監督員及び受注者への指
導育成がより多く出来たこと
は評価できた。

【課題】
　点検件数について、月毎の
バラツキが生じていること
は、課題と考えている。

　イベント参加者の97％の方
に建設業について興味を持っ
ていただくことができたこと
から、事業は順調であると判
断

6


